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内
視
鏡
セ
ン
タ
ー×

赤
松
尚
明

　

内
視
鏡
と
私　

〜 

内
視
鏡
の
進
化
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る 

〜

　

私
は
平
成
元
年
に
医
師
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
医
師
ラ
イ
フ
を
振

り
返
っ
て
み
て
も
よ
い
年
齢
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
循
環
器

疾
患
を
中
心
に
診
療
や
研
究
を
行
っ
て
い
る
京
都
府
立
医
大
第
二

内
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
当
時
は
循
環
器
内
科
に
憧
れ
を
感
じ
て

い
た
た
め
迷
い
な
く
こ
の
医
局
を
選
び
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
他

病
院
へ
派
遣
さ
れ
内
視
鏡
に
出
会
い
私
の
医
師
人
生
は
一
変
し
ま

し
た
。
内
視
鏡
の
分
か
り
や
す
い
カ
ラ
ー
の
世
界
に
ひ
た
り
、
操

る
喜
び
・
上
達
し
て
い
く
喜
び
に
、
ど
ん
ど
ん
魅
か
れ
て
い
き
ま

し
た
。
出
来
の
悪
い
研
修
医
で
あ
っ
た
私
は
張
り
詰
め
た
緊
張
感

に
あ
ふ
れ
る
循
環
器
内
科
よ
り
も
、
と
っ
つ
き
や
す
い
消
化
器
内

科
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の
華
や
か
な
世
界
と
出
会
え

て
、
私
は
何
と
か
医
師
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
道
が
開
け
た
と
思

い
ま
す
。
内
視
鏡
が
な
け
れ
ば
医
師
と
し
て
の
自
信
を
確
立
で
き

ず
、
医
師
を
続
け
て
い
た
か
ど
う
か
あ
や
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
研

修
の
ス
タ
ー
ト
は
電
子
ス
コ
ー
プ
で
多
く
の
先
生
に
ご
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
、
あ
れ
は
何
こ
れ
は
何
と
ま
さ
に
手
取
り
足
取
り
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
輩
が
入
っ
た
時
点
で
電
子
ス
コ
ー
プ

で
研
修
で
き
る
権
利
は
後
輩
に
ゆ
ず
り
、
私
は
従
来
か
ら
の
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
た
っ
た
一
人
で
覗
き
込
ん
で
、
狭
く
薄
暗
い

世
界
で
不
安
と
闘
い
な
が
ら
検
査
を
し
て
い
ま
し
た
の
は
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。

　

時
は
流
れ
時
代
は
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（
E
S
D
）
の

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
、
内
科
医
が
医
局
人

事
か
ら
離
脱
し
自
分
で
新
た
な
職
場
を
探
す
動
き
が
大
き
な
流
れ

ＣｅｎｔｅｒＣｅｎｔｅｒＥｎｄｏｓｃｏｐｅＥｎｄｏｓｃｏｐｅ
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と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
当
時
の
近
江
八
幡
市
民
病
院
の
雰
囲

気
に
飽
き
て
き
て
、
そ
ろ
そ
ろ
辞
め
よ
う
か
な
と
い
っ
た
心
の
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
E
S
D
と
い
う
手
技
が
登
場
し
た
の

で
す
。
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
（
E
M
R
）
で
は
正
確
な
切
開
ラ

イ
ン
を
決
定
で
き
ま
せ
ん
。
小
さ
い
病
変
な
ら
と
も
か
く
、
大
き

い
病
変
で
は
分
割
切
除
に
な
っ
た
り
取
り
残
し
が
生
じ
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
切
開
ラ
イ
ン
を
決
め
て
そ
の
通
り

に
切
り
開
い
て
い
く
の
は
非
常
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

そ
し
て
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
粘
膜
下
層
の
世
界
が
眼
前
に
現
れ

ま
す
。
見
え
る
だ
け
で
は
な
く
剥
離
す
る
と
と
も
に
様
々
な
難
関

が
襲
い
か
か
り
ま
す
。
も
う
、
動
悸
が
止
ま
ら
な
い
状
態
で
マ
ラ

ソ
ン
の
よ
う
に
長
時
間
突
っ
走
る
わ
け
で
す
。

　

内
視
鏡
医
の
世
界
観
は
一
変
し
ま
し
た
。
消
化
器
関
連
学
会
は

す
べ
て
E
S
D
の
発
表
に
染
ま
り
、
学
会
会
場
の
ド
ア
の
向
こ
う

は
先
生
方
の
背
中
で
埋
ま
っ
て
お
り
、
立
ち
見
を
し
よ
う
に
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
E
S
D
ビ
デ
オ
や
ラ
イ
ブ
デ
モ
も
花
盛
り
と

な
り
、
私
も
毎
晩
の
酒
の
肴
は
E
S
D
ビ
デ
オ
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
E
S
D
の
予
定
が
入
れ
ば
、
ど
う
攻
め
る
か
と
寝
て
も
覚

め
て
も
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
週
間
以
上
前
で
あ
っ
て

も
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
、
気
付
け
ば
一
人
、
E

S
D
ナ
イ
フ
の
動
か
し
方
を
素
振
り
し
て
い
る
有
様
で
、
滑
稽
ど

こ
ろ
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
が
付
け
ば
病
院
を
辞
め

る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
何
と
し
て
も
E
S
D
を
当
院
で
軌
道
に
乗

せ
ね
ば
と
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
数
年
が

暮
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。
今
で
は
E
S
D
は
ご
く

普
通
の
手
技
と
い
え
ま
す
し
、
E
S
D
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
乗
せ

れ
ば
退
院
ま
で
「
動
く
歩
道
」
に
乗
っ
た
状
態
で
す
。
今
の
時
代

で
は
蛮
勇
の
そ
し
り
を
受
け
る
で
し
ょ
う
が
、
当
時
一
人
で
学
会
、

研
究
会
、
雑
誌
、
論
文
で
情
報
を
集
め
、
ビ
デ
オ
や
ラ
イ
ブ
デ
モ

を
食
い
入
る
よ
う
に
眺
め
、
た
っ
た
一
人
で
E
S
D
に
臨
ん
だ

日
々
は
、
懐
か
し
く
も
恐
ろ
し
く
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
楽
し
く

力
強
い
仲
間
に
恵
ま
れ
、
彼
ら
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
で
す
が
、
つ
と

め
て
折
れ
な
い
心
で
難
症
例
に
も
対
峙
で
き
て
き
て
お
り
ま
す
。

長
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な
、
内
視
鏡
に
ま
つ
わ
る
32
年
を
感
慨
深

く
回
想
し
ま
し
た
。



内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
概
説

　

一
昔
前
の
胃
癌
や
大
腸
癌
の
治
療
は
、

お
腹
に
メ
ス
を
入
れ
て
癌
病
変
を
取
り
除

く
治
療
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
侵

襲
性
の
高
い
手
術
の
た
め
、
患
者
様
の
お

腹
に
大
き
な
傷
跡
が
残
っ
て
し
ま
い
、
身

体
へ
の
負
担
が
大
き
な
手
術
に
な
り
ま
す
。

内
視
鏡
治
療
は
お
腹
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ

と
な
く
癌
病
変
を
切
除
で
き
る
た
め
身
体

へ
の
負
担
が
少
な
く
、
入
院
期
間
も
短
期

間
で
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
院
で
は
早
期
癌
な
ど
に
対
し
て
は
内
視

鏡
に
よ
る
癌
切
除
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。
早
期
胃
癌
・
早
期
大
腸
癌
な
ど

に
対
す
る
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
（
E
M

R
）
や
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（
E

S
D
）
、
消
化
管
出
血
に
対
す
る
内
視
鏡

的
消
化
管
止
血
術
、
胆
管
結
石
に
対
す
る

内
視
鏡
的
結
石
除
去
術
・
内
視
鏡
的
胆
管

ス
テ
ン
ト
留
置
術
、
膵
臓
癌
に
対
す
る
超

音
波
内
視
鏡
下
穿
刺
吸
引
法
（
E
U
S-

F

N
A
）
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
内
視
鏡
治
療
に

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
内
視
鏡
で

は
取
り
切
れ
な
い
よ
う
な
大
き
な
癌
病
変

に
対
し
て
は
消
化
器
外
科
へ
紹
介
し
、
腹

腔
鏡
下
に
よ
る
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

内
視
鏡
的
切
除
が
可
能
な
段
階
で
発
見

さ
れ
る
癌
は
、
当
院
で
は
近
年
増
加
傾
向

　大腸ポリープを確実に取り切るために、病変と筋層の間

の粘膜下層へ生理食塩水を注入し、スネアと呼ばれる金属

製の輪を病変に引っかけて高周波電流を用いて焼灼切除す

る方法です。入院期間も２日程度と短期間で行うことがで

きます。しかし切除できるサイズには限界があり（約２ｃ

ｍ）、分割して切除してしまうと正確な病理診断ができな

かったり、取り残しをしてしまうと再手術しなければなり

ません。

内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術 （ＥＭＲ）

２０１９年度実績　２６７件

　胃や大腸の壁は内側から粘膜層、筋層、漿膜の３つの層

からできています。癌病変は一番内側の粘膜層から発生す

るため、筋層直上から癌病変ごと広く取り除く手術です。

入院期間は１週間程度でＥＭＲと比べると長くなります

が、より広範囲な癌病変の切除が可能となり、切除された

癌病変は病理検査でより正確な診断を行うことができま

す。

内視鏡的粘膜下層剥離術 （ＥＳＤ）

２０１９年度実績　１０２件

　内視鏡を十二指腸まで進め、胆管や膵管に細いカテーテ

ルを挿入し、造影剤を注入してレントゲンで撮影すると胆

道や胆管の状態を見ることができます。これにより、胆管

や膵管に結石や癌病変がないかどうか確認することができ

ます。結石が見つかった場合、ＥＲＣＰにより結石を除去す

ることができます。また、胆管や膵管が狭くなっている場

合、プラスチックや金属のステントと呼ばれる管を挿入す

ることで、胆汁の通りをよくすることができます。

内視鏡的逆行性胆管膵管造影 （ＥＲＣＰ）

２０１９年度実績　３３７件

　主に膵臓癌の診断に行う内視鏡検査です。内視鏡の先端

についた超音波で腫瘍組織を確認しながら、内視鏡の先端

から細い針を刺し検体を採取します。採取された検体は病

理検査にて癌病変かどうか診断を行います。大きな特徴と

しては、これまでなかなか生検をすることができなかった

臓器に対して生検を行うことができるようになりました。

超音波内視鏡下穿刺吸引法 （ＥＵＳ‐ＦＮＡ）

２０１９年度実績　３４件

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
診
断
技
術
の
向
上

に
加
え
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
意
識
の
高

さ
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
の
ご
紹
介
数

の
多
さ
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
結
石
除
去
術
・
胆
道
ス
テ
ン
ト
留

置
術
等
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
関
連
治
療
数
は
県
下

有
数
の
実
績
で
す
。

　

当
院
は
日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
施
設
、

日
本
内
視
鏡
学
会
指
導
施
設
、
日
本
消
化

管
学
会
指
導
施
設
、
日
本
肝
臓
病
学
会
認

定
施
設
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日

本
消
化
器
病
学
会
専
門
医
・
指
導
医
５
名
、

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医
・
指
導

医
４
名
、
日
本
肝
臓
学
会
専
門
医
・
指
導

医
４
名
、
消
化
器
内
視
鏡
技
師
（
看
護

師
）
４
名
と
充
実
し
て
お
り
ま
す
。
内
視

鏡
は
最
大
５
台
並
列
稼
動
が
可
能
で
す
。

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
、
科
や
職
域
の
枠
組
み
を
超
え
た

包
括
的
な
診
療
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
当
院
の
内
視
鏡
関
連
の
偶
発
症
は

近
年
極
め
て
低
率
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

安
全
・
確
実
な
内
視
鏡
検
査
・
治
療
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
早
期
発
見
が
大

事
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
近
く
の
か
か
り
つ

け
医
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



連携医療機関のご紹介連携医療機関のご紹介

月　　火　　水　　木　　金　　土月　　火　　水　　木　　金　　土受付時間受付時間

○　　○　　○　　○　　○　　○○　　○　　○　　○　　○　　○　９：００～１２：００　９：００～１２：００

○　　○　　○　　　　　○　　　○　　○　　○　　　　　○　　　１６：００～１９：００１６：００～１９：００

院長　柴田　辰巳
診療科：内科・消化器内科

近江八幡市鷹飼町北1-8-6　　　TEL：0748-31-3637

院長　柴田　辰巳
診療科：内科・消化器内科

近江八幡市鷹飼町北1-8-6　　　TEL：0748-31-3637

近江八幡市立総合医療センターでは、病院や開業医の先生方との協力・連携のもと、それぞれの医療機関が充分に
その役目を果たし、住民の方が安心して生活を送れるよう地域全体の医療水準の向上に努めるとともに、地域完結
型医療の実現を目指しています。

近江八幡市立総合医療センターでは、病院や開業医の先生方との協力・連携のもと、それぞれの医療機関が充分に
その役目を果たし、住民の方が安心して生活を送れるよう地域全体の医療水準の向上に努めるとともに、地域完結
型医療の実現を目指しています。

　平成15年に開院し、消化器内科お
よび内科全般の診療と、在宅医療を
行っています。今は新型コロナウイ
ルスの感染予防に全力で取り組んで
います。これからも皆様に支えられ
ながら、地域医療に少しでも貢献し
たいと思っております。

　平成15年に開院し、消化器内科お
よび内科全般の診療と、在宅医療を
行っています。今は新型コロナウイ
ルスの感染予防に全力で取り組んで
います。これからも皆様に支えられ
ながら、地域医療に少しでも貢献し
たいと思っております。

柴田医院柴田医院

院長　水原　寿夫
診療科：内科・外科・小児科・循環器科

近江八幡市安土町小中218　　　TEL：0748-46-6611

院長　水原　寿夫
診療科：内科・外科・小児科・循環器科

近江八幡市安土町小中218　　　TEL：0748-46-6611

　郷里に戻り開業して20年になりま
した。勤務医時代は心臓血管外科を
専門にしておりました。今は内科・
外科・小児科と幅広く診れる田舎の
町医者として進化できるように精進
を重ねております。ご指導よろしく
お願いいたします。

　郷里に戻り開業して20年になりま
した。勤務医時代は心臓血管外科を
専門にしておりました。今は内科・
外科・小児科と幅広く診れる田舎の
町医者として進化できるように精進
を重ねております。ご指導よろしく
お願いいたします。

水原医院水原医院

月　　火　　水　　木　　金　　土月　　火　　水　　木　　金　　土受付時間受付時間

○　　○　　○　　　　　○　　○○　　○　　○　　　　　○　　○　８：４５～１２：００　８：４５～１２：００

○　　○　　○　　　　　○　　　○　　○　　○　　　　　○　　　１６：１５～１９：００１６：１５～１９：００

ローソン●

●郵便局

❷

●安土保育園

安土駅

図書館
●

安土小学校
●

水原医院 201

N

●ユニクロ

●カルビ大将

●自動車教習所

●西松屋

近江八幡駅

２６

N

柴田医院
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抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
（
A
S
T
）
と
は
、「
抗
微
生
物
薬
」

の
使
い
方
を
管
理
・
モ
ニ
タ
ー
し
、
有
効
性
・
安
全
性
を
高
め
、
耐
性
菌

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る
医
療
チ
ー
ム
で
す
。

　
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
（
A
S
T
）
と
は
、「
抗
微
生
物
薬
」

の
使
い
方
を
管
理
・
モ
ニ
タ
ー
し
、
有
効
性
・
安
全
性
を
高
め
、
耐
性
菌

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る
医
療
チ
ー
ム
で
す
。

　

バ
イ
オ
ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ

（
B
A
）
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
B
A
と
は
、
薬
が

体
内
に
ど
れ
だ
け
吸
収
さ
れ
、
全

身
の
循
環
血
液
に
到
達
す
る
か
を

表
す
指
標
で
す
。
つ
ま
り
B
A
が

高
い
方
が
、
薬
の
作
用
が
よ
り
発

揮
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
６
年
に

薬
剤
耐
性
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果

指
標
の
１
つ
と
し
て
、
２
０
１
３

年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
に
経
口

セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン
系
、
フ
ル
オ

ロ
キ
ノ
ロ
ン
系
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

系
抗
菌
薬
の
使
用
量
を
50
％
削
減

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
３
世
代
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン

系
（
以
下
：
セ
フ
カ
ペ
ン
ピ
ボ
キ

シ
ル
錠
）
は
、
B
A
が
低
く
ほ
と

ん
ど
体
内
に
吸
収
さ
れ
な
い
薬
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
使
用
量
の
削
減
が
急
務
で
あ

る
抗
菌
薬
の
う
ち
、
B
A
が
低
い

と
さ
れ
る
セ
フ
カ
ペ
ン
ピ
ボ
キ
シ

ル
錠
に
注
目
し
、
適
正
使
用
に
向

け
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
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う
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う
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は
、
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が

体
内
に
ど
れ
だ
け
吸
収
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れ
、
全

身
の
循
環
血
液
に
到
達
す
る
か
を

表
す
指
標
で
す
。
つ
ま
り
B
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が

高
い
方
が
、
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の
作
用
が
よ
り
発

揮
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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生
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省
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に

薬
剤
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を
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し
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そ
の
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指
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の
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と
し
て
、
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年
か
ら
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０
２
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年
ま
で
に
経
口
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フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン
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、
フ
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オ

ロ
キ
ノ
ロ
ン
系
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

系
抗
菌
薬
の
使
用
量
を
50
％
削
減

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
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世
代
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン

系
（
以
下
：
セ
フ
カ
ペ
ン
ピ
ボ
キ

シ
ル
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）
は
、
B
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が
低
く
ほ
と
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ど
体
内
に
吸
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さ
れ
な
い
薬
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
使
用
量
の
削
減
が
急
務
で
あ

る
抗
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の
う
ち
、
B
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が
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い

と
さ
れ
る
セ
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ペ
ン
ピ
ボ
キ
シ

ル
錠
に
注
目
し
、
適
正
使
用
に
向

け
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

院
内
の
使
用
動
向
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
産
婦
人
科(

71
％)

、
外
科

（

８
％）

、
皮
膚
科（

７
％）

の

順
に
使
用
量
が
多
く
、
出
産
後
の

予
防
投
与
が
最
も
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
産
婦
人
科

医
と
協
議
し
、
B
A
が
高
く
有
効

性
の
期
待
で
き
る
セ
フ
ァ
ク
ロ
ル

カ
プ
セ
ル
へ
変
更
し
、
処
方
日
数

も
５
日
か
ら
３
日
へ
短
縮
し
ま
し

た
。
今
回
の
介
入
に
よ
り
院
内
使

用
量
は
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
抗
菌
薬
適
正
使
用
を
推

進
す
る
た
め
に
介
入
事
例
を
増
加

さ
せ
、
治
療
期
間
短
縮
や
耐
性
菌

発
現
抑
制
等
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

院
内
の
使
用
動
向
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
産
婦
人
科(

71
％)

、
外
科

（

８
％）

、
皮
膚
科（

７
％）

の

順
に
使
用
量
が
多
く
、
出
産
後
の

予
防
投
与
が
最
も
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
産
婦
人
科

医
と
協
議
し
、
B
A
が
高
く
有
効

性
の
期
待
で
き
る
セ
フ
ァ
ク
ロ
ル

カ
プ
セ
ル
へ
変
更
し
、
処
方
日
数

も
５
日
か
ら
３
日
へ
短
縮
し
ま
し

た
。
今
回
の
介
入
に
よ
り
院
内
使

用
量
は
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
抗
菌
薬
適
正
使
用
を
推

進
す
る
た
め
に
介
入
事
例
を
増
加

さ
せ
、
治
療
期
間
短
縮
や
耐
性
菌

発
現
抑
制
等
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２０１８年４月より活動開始２０１８年４月より活動開始
医師：４人
（インフェクションコントロールドクター）
看護師：２人
（感染管理認定看護師１人）
薬剤師：４人
（感染制御認定薬剤師１人、
　抗菌化学療法認定薬剤師１人）
臨床検査技師：２人

医師：４人
（インフェクションコントロールドクター）
看護師：２人
（感染管理認定看護師１人）
薬剤師：４人
（感染制御認定薬剤師１人、
　抗菌化学療法認定薬剤師１人）
臨床検査技師：２人

チ
ー
ム
構
成

チ
ー
ム
構
成

感染対策チームと協力しながら院内外の抗菌薬の使用を
適切に管理・支援するための活動をしています

感染対策チームと協力しながら院内外の抗菌薬の使用を
適切に管理・支援するための活動をしています
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